
平成27年度 宮津市９月補正予算（案）の概要 

＜９月補正予算の概要＞ 

 ■一般会計  国･府の内示等に伴う追加、国府支出金の精算、人件費等の整理などを行うもの。   

 ■特別会計等 国民健康保険事業特別会計と介護保険事業特別会計で国府支出金等の精算と人件費等の整理を、 

        簡易水道事業特別会計と下水道事業特別会計、水道事業会計で人件費等の整理を行うもの。 

対 前 年 同 期 比

伸 率 H26(9月補正後)

        千円       千円         千円 ％         千円

一　　　般　　　会　　　計 10,825,915 135,000 10,960,915 △0.8 11,047,240 

国 民 健 康 保 険 事 業 2,888,301 36,926 2,925,227 11.7 2,619,025 

介 護 保 険 事 業 2,783,398 9,207 2,792,605 4.7 2,666,448 

簡 易 水 道 事 業 497,391 1,600 498,991 △3.5 517,103 

下 水 道 事 業 1,583,322 △2,400 1,580,922 2.9 1,536,445 

そ の 他 468,710 468,710 7.1 437,477 

計 8,221,122 45,333 8,266,455 6.3 7,776,498 

677,776 △9,841 667,935 △5.9 709,858 

合　　　　　　計 19,724,813 170,492 19,895,305 1.9 19,533,596 

特別
会計

補正予算額

水  道  事  業  会　計

会 計 計補正前予算額



　平成27年度一般会計歳入歳出補正予算【９月補正・第３号】

　歳　　入 (単位：千円) 　歳　　出 (単位：千円) 

区　分 補正前の 補正後の 区　分 補正前の 補正後の

 　款 予 算 額 予 算 額  　款 予 算 額 予 算 額

1 市 税 2,521,272 2,521,272 1 議 会 費 174,584 △ 9,110 165,474
議員報酬等△10,509
ほか人件費整理

2 地 方 譲 与 税 72,300 72,300 2 総 務 費 1,457,426 39,260 1,496,686
戸籍住民基本台帳管理運営事業1,517
国府支出金返還金36,308
ほか人件費整理

3 利 子 割 交 付 金 4,900 4,900 3 民 生 費 3,241,450 57,019 3,298,469
特別養護老人ホーム整備費等補助事業3,000
国民健康保険事業特別会計繰出金35,407
ほか人件費整理

4 配 当 割 交 付 金 10,200 10,200 4 衛 生 費 1,212,577 3,196 1,215,773
不燃物処理場管理運営事業7,000
ほか人件費整理

5 株式等譲渡所得割交付金 5,000 5,000 5 労 働 費 19,409 19,409

6 地 方 消 費 税 交 付 金 363,700 363,700 6 農林水産業費 380,500 7,314 387,814
多面的機能支払交付金等事業4,263
元気な里づくり推進事業3,199
元気な営農推進事業152　ほか人件費整理

7 ゴルフ場利用税交付金 9,000 9,000 7 商 工 費 182,564 9,729 192,293
インバウンド推進事業1,000
魅力ある観光地づくり支援事業187
ほか人件費整理等

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 15,000 15,000 8 土 木 費 1,081,795 7,687 1,089,482
急傾斜地崩壊対策事業7,641
景観まちづくり推進事業6,000
公園改修事業2,500　ほか人件費整理等

9 地 方 特 例 交 付 金 3,600 245 3,845 地方特例交付金 9 消 防 費 481,918 29,249 511,167
消防施設整備事業24,600
宮津与謝消防組合分担金4,830
消防団員報酬等552　ほか人件費整理

10 地 方 交 付 税 3,690,000 3,690,000 10 教 育 費 865,861 △ 9,102 856,759 人件費整理

11 交通安全対策特別交付金 2,372 2,372 11 公 債 費 1,713,839 1,713,839

12 分 担 金 及 び 負 担 金 99,933 99,933 12 予 備 費 13,992 △ 242 13,750

13 使 用 料 及 び 手 数 料 325,475 325,475

14 国 庫 支 出 金 1,130,500 3,095 1,133,595
街なみ環境事業費補助金2,477
社会保障・税番号制度構築事業費補助金618

15 府 支 出 金 906,664 17,914 924,578
地域防災力総合支援事業補助金8,300
農と環境を守る地域協働活動支援事業交付金4,263
共に育む「命の里」事業費補助金3,199　ほか

10,825,915 135,000 10,960,915

16 財 産 収 入 50,433 50,433
※「査定額」欄の人件費は、各款補正額の合計

17 寄 附 金 20,200 20,200

18 繰 入 金 379,663 374 380,037 観光振興基金繰入金 【歳入－歳出】

19 繰 越 金 1 51,864 51,865 純繰越金

20 諸 収 入 316,255 2,607 318,862
京都府後期高齢者医療広域連合派遣職員負担金4,674
急傾斜地崩壊対策事業地元協力金700
京都地方税機構派遣職員負担金△3,282　ほか

21 市 債 899,447 58,901 958,348
建設地方債：35,100
臨時財政対策債：23,801

10,825,915 135,000 10,960,915

備　　　考

歳　 出　 合　 計

歳　　入　　合　　計

補　正
予算額

補　正
予算額

備　　　考



平成２７年度宮津市９月補正予算（案）　　主要事業の概要

（単位：千円）
財　　源　　内　　訳

特定財源 一般財源

◆東部不燃物処理場の汚泥処理設備修繕
　※緊急対応

当初 30,800 市   民   室

■ 環境保全と生活環境の向上

5 不燃物処理場管理運営事業 7,000 市債 5,200 1,800

4,263 0
◆農地が持つ多面的機能の維持･保全等に対
　する交付金に係る事務支援システム整備等
　※府の内示

当初 35,123 産業振興室

当初 1,800 産業振興室 3

4 多面的機能支払交付金等事業 4,263 府

2

3
充
実

元気な里づくり推進事業 3,199 府 3,199 0

◆集落営農組織の経営強化に向けた設備投資
　への支援(農業組合法人せんごくと中波見
　農業クラブの米色彩選別機整備)
　※府の内示

152 0
◆需要に対応した農業生産体制構築への支援
　(杉末農家組合の米保冷庫整備)
　※府の内示

当初 406 産業振興室

観光まちづ
くり推進室 1

2
充
実

元気な営農推進事業 152 府

■ 観光を基軸とした産業振興

1
新
規

インバウンド推進事業 1,000 府 500 500

◆世界で最も美しい湾クラブ加盟に向けた
　準備
　・平成28年２月開催のフィリピン総会への
　　参加とクラブからの現地視察の受入れ

　　◆H27年度６月補正予算編成以降に国･府の内示等があったものを中心に、追加等を
　　　行うもの。

　　◆H26決算は黒字(一般会計60,743千円、国保特会1,203千円、介保特会7,546千円)
　　　となっているが、H26中に多く受け入れた国府支出金等があり、その精算(一般会
　　　計36,308千円、国保特会37,226千円、介保特会6,170千円の返還)を行うもの。

　　◆27年３月議会で議決された議員報酬の１割減額措置の継続、４月の定期人事異動
　　　などを踏まえ、人件費等の補正を行うもの。
　　　（一般会計、国保特会、介保特会、簡水特会、下水特会、水道事業会計）

＜一般会計に係る補正＞

事　　　業　　　名 予　算　額 事　　業　　の　　概　　要
平成27年度
既決予算額 部　局　名

説明
資料

2,176 400 102 



（単位：千円）
財　　源　　内　　訳

特定財源 一般財源

観光まちづ
くり推進室

魅力ある観光地づくり支援事業
　（観光協会への観光振興交付金）

187 繰入 187 0 当初 13,300

374
◆26年度入湯税確定に伴う関連事業の整理
　・観光振興基金追加積立金　374千円
　・観光振興基金追加繰入金　374千円
　　　観光協会への観光振興交付金　187千円
　　  その他観光事業への財源充当　187千円
　※前年度入湯税の70％を基金積立・繰入

当初 26,601

市   民   室

健康福祉室

15

観光振興基金積立金 374

■ その他（H26国府支出金･H26入湯税･H27人件費等に係る整理）

14 国府支出金等返還金 36,308 36,308
◆26年度中に多く受け入れた医療･福祉関連
　の国府支出金の返還

当初 12,000 総   務   室 13
市債 16,300

13
充
実

消防施設整備事業 24,600
府 8,300

0

◆消防団に配備している消防車両の更新
　・消防ポンプ自動車(養老分団第１部)、
　　小型ポンプ付積載車(栗田分団第５部)
　※府の内示

4,800 30
◆宮津与謝消防組合分担金の追加
　※高規格救急自動車の更新に伴う財源変更

当初 344,398 総   務   室

当初 4,000 建   設   室

12 宮津与謝消防組合分担金 4,830 市債

11 地籍調査事業 872 872 ◆28年度からの地籍調査再開に向けた準備

2,500 0
◆宮津運動公園の配水管修繕
　※緊急対応

当初 5,200 建   設   室

建   設   室 9
諸 700

10 公園改修事業 2,500 市債

市債 6,300
641

◆急傾斜地崩壊対策事業(府事業)に係る負担
　金の追加(継続：里波見、小香河、日ヶ谷、
　新規：万町)
　※府の追加事業決定等

当初 9,000

◆27年10月からの個人番号通知及び28年１月
　からの個人番号カード交付に係る経費
　※国の内示

当初 27,844 市   民   室

9
充
実

急傾斜地崩壊対策事業 7,641

7

■ 暮らしの基盤の整備

8 戸籍住民基本台帳管理運営事業 1,517 国 618 899

1,500 1,500
◆宮津市初のリハビリに特化したデイサー
　ビス事業に係る施設整備補助【新規】
　※宮津市高齢者福祉施設等整備促進補助金

当初 26,375 健康福祉室7
充
実

特別養護老人ホーム整備費等補助
事業

3,000 府

◆街なみ修景助成対象の追加
　※国の内示

当初 49,250 建   設   室 6

■ 健康増進と福祉の推進

部　局　名
説明
資料

6
充
実

景観まちづくり推進事業 6,000 国 2,477 3,523

事　　　業　　　名 予　算　額 事　　業　　の　　概　　要
平成27年度
既決予算額

（限度額） 

8,350 6,495 1,600 800 800 1,855 

12月補正で計上 



（単位：千円）
財　　源　　内　　訳

特定財源 一般財源

（単位：千円）
財　　源　　内　　訳

特定財源 一般財源
その他 317
繰入 35,407
繰越 1,202
その他 1,475
繰入 187
繰越 7,545

△ 9,841 0 ◆人件費等補正：△9,841千円 当初 677,776 建   設   室22 ＜水道事業会計＞ △ 9,841 その他

△ 2,400 0 ◆人件費等補正：△2,353千円 当初 1,583,322 建   設   室21 ＜下水道事業特別会計＞ △ 2,400 繰入

1,600 0 ◆人件費等補正：1,654千円 当初 497,391 建   設   室20 ＜簡易水道事業特別会計＞ 1,600 繰入

19 ＜介護保険事業特別会計＞ 9,207 0 当初

◆H26受入れ国府支出金等の返還：37,226千円
◆人件費等補正：△90千円

当初 2,888,301 市   民   室

2,783,398 健康福祉室
◆H26受入れ国府支出金の返還：6,170千円
◆人件費等補正：1,872千円

18 ＜国民健康保険事業特別会計＞ 36,926 0

＜特別会計･事業会計に係る補正＞

事　　　業　　　名 予　算　額 事　　業　　の　　概　　要
平成27年度
既決予算額 部　局　名

説明
資料

0
◆消防団員退職報奨金の追加
　・当初：3,000千円 ⇒ 3,552千円(11人)

当初 39,543 総   務   室17 消防団員報酬等 552 諸 552

当初 2,131,698 総   務   室 16
６月 93

説明
資料

16 人件費等（一般会計分） △ 1,348 諸 1,355 △ 2,703

◆議員報酬：△10,509千円
　※１割減額措置継続
◆特別職(長等)：957千円
◆嘱託職員報酬：△4,123千円
　※配置人員減等
◆一般職人件費：7,207千円
　※定期人事異動等
◆臨時職員賃金：5,120千円
　(多面的機能支払交付金等事業、戸籍住民
　 基本台帳管理運営事業、地籍調査事業に
　 おける賃金も含む。)
　※一般職の欠員補充、賃金改定の反映等

事　　　業　　　名 予　算　額 事　　業　　の　　概　　要
平成27年度
既決予算額 部　局　名

流用対応 補正せず 補正せず 流用対応 



（単位：千円）

平成27年 9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名 インバウンド推進事業 新規
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

1,000
500 500

ビジョン
基本施策

観光を基軸とした産業振興
ビジョン
重点戦略

自立循環型経済社会構造への転換戦略
　特　定　財　源　の　内　訳

補正理由 　世界で最も美しい湾クラブからの第11回総会への正式招待に伴うもの。

(参考)補正後予算額
府 市町村未来づくり交付金 500

1,000

目　的
・

目　標

　ユネスコの後援を受けている非政府組織（NGO)「世界で最も美しい湾クラブ」に
宮津湾が加盟することで、世界の観光地とのネットワークを活用した外国人観光客
の誘客を推進し、観光入込客の増大及び滞在型観光への転換を図る。

背　景
・

経　緯

【世界で最も美しい湾クラブ加盟に向けた取組経過】
・H26.10　第10回総会にオブザーバー参加（韓国麗水市）
・H27. 1　加盟申請書の提出
　　　　　（イスタンブール開催の役員会において評価）
・H27. 3　第11回総会（H28.2 フィリピン・プエルト湾）に招待
【外国人観光宿泊客数の推移】
　H24:10,786人 H25：14,123人 H26：19,242人

事業概要

□インバウンド（外国人観光客の誘客）の展開
　国内のみならず国外において、積極的なプロモーション活動を展開するととも
に、受入体制の強化を図ることで、外国人観光客数を増加させる。
【これまでの取組】
・外国人対応案内所の設置等
・案内看板の多言語化
・情報発信・プロモーション活動

■世界で最も美しい湾クラブ加盟に向けた取組　1,000千円
　○第11回総会への出席（平成28年2月上旬開催予定 フィリピン・プエルト湾）
　　　内容：宮津･天橋立のPR（宮津湾として加盟のためのプレゼンテーション）
　※総会後、クラブ役員による現地視察を受けたのち、次年度開催の第12回総会
　　で加盟採決される見込み。
　
＜参考＞世界で最も美しい湾クラブ
　○会の目的：湾の自然環境や景観を保全しながら、世界に向けて発信して
　　　　　　　いくとともに加盟会員相互のネットワークづくりを図ること
　　　　　　　によって、観光振興や地域経済の発展に貢献する。
　○加盟国・湾：日本を含む27か国38湾（日本：松島湾、富山湾）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※H27年8月時点
　○宮津湾の価値：山海一体性の高い自然豊かな眺望を有し、特に日本を代表
　　　する景勝地｢天橋立｣を有している。また、宮津湾は、魚介類などの水産
　　　資源が豊富であり、湾を臨む市街地は、江戸時代には城下町や北前船の
　　　寄港地として栄え、文化、経済などの発展にも寄与し、現在も市民生活
　　　だけでなく観光振興、経済活動には欠かせない存在。

期　待
される
効　果

・湾クラブの公式サイト等により、世界に宮津湾が発信され、外国
　人観光客及び観光消費額の拡大につながることが期待できる。
・世界の観光地とのネットワークが構築され、人的・物的交流の拡
　大が期待できる。
・市民及び市外からの訪問者の自然環境等の保全意識の高揚が一層
　高まり、更なる宮津湾（天橋立）の保全が期待される。

【みやづビジョン2011以外の計画】

H25 年度策定 観光革命アクションプログラム 計
画
期
間

H25～H29

年度策定 ～

年度策定 ～

1

【市民参加の状況】

・天橋立清掃
・世界遺産登録に向けた取組

【先進性】

平成28年度に湾クラブへの加盟が認められれば、日本で3番目の加盟となる。

担当室・係 観光まちづくり推進室　観光推進係 TEL 45-1625



（単位：千円）

観光を基軸とした産業振興 自立循環型経済社会構造への転換戦略

【市民参加の状況】

～

目　的
・

目　標

【先進性】

年度策定

背　景
・

経　緯

　中山間地域等の小規模・高齢農家が集落ぐるみで行う需要対応型特産物の生
産が継続できる農業生産体制の構築につなげる。

担当室・係 産業振興室　農林水産係 TEL 45-1626

計
画
期
間

～

　京都府の京の水田農業総合対策事業(中山間地域特産物生産応援事業)費補助
金の追加内示に伴うもの。

～

2

　米の直接支払交付金の廃止や生産調整の実施を背景
に、京都府において、個別の経営規模が小さい中山間地
域などで需要に対応した特産物づくりを集落ぐるみで行
う取組への支援制度を創設。（H26）

年度策定

事業概要

■需要対応型特産物生産支援事業　152千円（府補助）
　需要に応じた(実需者との契約に基づく)農業生産を行う地域営農組織の農業
機械の導入を支援するもの。
　　・事業主体　　杉末農家組合
　　・事業内容　　米保冷庫(1台)を整備
　　　　　　　　　(契約先(福祉施設)に出荷する特別栽培米の保管)
　　・補助金額　　事業費305千円×補助率1/2　152千円

　府補助の実施期間　3ヵ年　H26～H28年度　補助上限1,500千円

〈参考〉
　杉末農家組合の事業実施状況
・H26年度(実施済)
　籾摺機(1台)の導入　　事業費 　562,950円　補助金　281千円
・H27年度(予定)
　米保冷庫(1台)の導入  事業費 　305,000円　補助金　152千円
・H28年度(予定)
　田植機(1台)の導入　　事業費 2,184,000円　補助金1,067千円
　　　　　　　　　　　　　　　　  3ヵ年補助金計　1,500千円

・集落営農組織の経営基盤強化
期　待
される
効　果

【みやづビジョン2011以外の計画】

年度策定

ビジョン
基本施策

ビジョン
重点戦略 　特　定　財　源　の　内　訳

補正理由

(参考)補正後予算額
府 農業振興事業費補助金 152

その他 一般財源

0
152

152

558

平成27年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名 元気な営農推進事業 充実
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債



（単位：千円）

～

　京都府の里の基盤整備事業(営農基盤)費補助金の内示に伴うもの。

　農業の担い手が不足し、耕作放棄地の増加等により地域農業の維持が危ぶま
れている集落を含む複数の集落において、集落内や集落間の｢絆｣を回復・強化
し、新たな担い手の受入れ等による担い手空白地域の解消など、地域農業を互
いに支え合う広域営農体制を強化する。

養老地域里力再生計画

背　景
・

経　緯

　京都府において里の人づくり(ソフト)、里の基礎づく
り(ハード)両面の総合的な支援制度（共に育む『命の
里』事業）を創設（H21～H27）

目　的
・

目　標

【先進性】

H26～H35年度策定

～

【市民参加の状況】

　地域会議が中心となり、地域連携による話し合いや実践活動に
よって地域課題の解決に取り組んでいる。

担当室・係 産業振興室　農林水産係 TEL 45-1626

年度策定

計
画
期
間

年度策定

3

事業概要

■里の基盤整備事業(営農基盤)　　3,199千円(府補助)
　共に育む｢命の里｣事業の取組地域における集落営農組織(2組織)の経営強化に
向けて必要な機械の整備を支援するもの。(府補助制度を活用)

　〇養老中部地区(大島、岩ヶ鼻、外垣、長江)
　　・事業主体　　農事組合法人せんごく
　　・事業内容　　米の色彩選別機(1台)を整備(米の品質向上)
　　・補助金額　　事業費3,450千円×補助率1/2　1,725千円

　○波見地区(里波見、中波見、梅ヶ谷、奥波見)
　　・事業主体　　中波見農業クラブ
　　・事業内容　　米の色彩選別機(1台)を整備(米の品質向上)
　　・補助金額　　事業費2,948千円×補助率1/2　1,474千円
　
　養老地域会議の共に育む『命の里』事業実施期間　3ヵ年　H25～H27年度

・複数集落の連携による広域営農体制の構築
・集落営農組織の経営基盤強化

期　待
される
効　果

【みやづビジョン2011以外の計画】

H25

ビジョン
基本施策

ビジョン
重点戦略 　特　定　財　源　の　内　訳

補正理由

(参考)補正後予算額
府

3,199

4,999

観光を基軸とした産業振興 自立循環型経済社会構造への転換戦略

共に育む「命の里」事業費補助金

府支出金 その他 一般財源

3,199

3,199

市　債

0

平成27年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名 元気な里づくり推進事業 充実
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金



（単位：千円）

平成27年 9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名 景観まちづくり推進事業 充実
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

6,000
2,477 3,523

2,477国 街なみ環境事業費補助金

　天橋立をはじめとする宮津市特有の美しい自然と悠久の歴史に育まれた景観を守
り育て、後世に伝えていくとともに個性的で魅力あるまちづくりを促進するため、
行政・市民・事業者が協力して街なみ整備を進めるもの。

ビジョン
基本施策

環境保全と生活環境の向上
ビジョン
重点戦略

─
　特　定　財　源　の　内　訳

55,250

文珠地区・新浜、魚屋地区まちづくり計画

景観まちづくりマスタープラン及び宮津・天橋立景観計画

補正理由
　景観まちづくり事業補助金制度の利用件数増加（見込み）によるもの。

事業概要

■ 街なみ環境整備事業　6,000千円
　景観まちづくり事業補助金(街なみ修景助成事業)の対象事業の追加
　（当初10件、今回追加4件、計14件）
　
 ○ H26年度に景観条例の制定や宮津･天橋立景観計画の施行に伴い、住民主導の
    景観まちづくり活動への支援制度を創設。
 ○ H26年度は文珠地区において、景観まちづくりの自主協定（界隈景観まちづ
　　くり協定認定第１号）が締結され、また、本年度には府中大垣地区において
　　協定が締結されるなど、住民主導の景観まちづくり活動が活発化しており、
　　景観まちづくり事業補助金の活用件数増加が見込まれるもの。

〈参考〉
 ○景観まちづくり事業補助金（街なみ修景助成事業）
　 界隈景観まちづくり協定に基づく住民主導による街なみ修景を支援するもの。
　　・対象主体　界隈景観まちづくり協定を締結した建物等の所有者
　　・対象事業　住宅等の新築、改築など建物外観に係る修景や建築設備、外構
　　　　　　　修景、空家撤去など
　　・補 助 率　2/3（補助限度額1,500千円）

目　的
・

目　標

社会資本総合整備計画

背　景
・

経　緯

H20.11 天橋立周辺地域景観計画施行
H21.6　宮津市まち景観形成協議会設立
H25.8　景観まちづくりマスタープラン策定
H26.2　宮津・天橋立景観計画策定
H26.4　宮津市景観条例及び景観計画施行
H26.8　文珠ﾒｿｯﾄﾞ締結(界隈景観まちづくり協定認定第１号)
H27.8　府中大垣地区協定締結（　　〃　　　　　　第２号）

(参考)補正後予算額

H25

期　待
される
効　果

　魅力ある街なみ景観を形成することにより、まちなか観光
の推進及び居住空間としての快適さの向上を図ることができ
る。

【みやづビジョン2011以外の計画】

H22 年度策定

45-1630

計
画
期
間

～

年度策定

H24 年度策定 西部地区・府中地区景観まちづくり計画 ～

H23 年度策定

○宮津市街地（西部地区地域会議・宮津中部地区自治連合協議会）○府
中地区（府中をよくする地域会議）○文珠地区（文珠まちづくり委員
会）○東部地区○上宮津地区○橋北地区

H23～H27

～

【市民参加の状況】

6

【先進性】

担当室・係 建設室 まち景観係 TEL



（単位：千円）

7

【先進性】

担当室・係 健康福祉室　地域福祉係

第７次宮津市高齢者保健福祉計画･第６期宮津市介護保険事業計画

TEL

Ｈ27～Ｈ29

年度策定 ～

45-1618

【市民参加の状況】

　本市初となる当該施設の整備により、要支援･要介護状
態の在宅高齢者が住みなれた土地で、安心して暮らすこ
とのできる福祉環境が充実される。

■機能訓練特化型通所介護事業所整備補助金　3,000千円
　
　○支援対象施設
　　・整備施設 ： 機能訓練特化型通所介護事業所
　　・事業主体 ： 株式会社よこまちトータルヘルスケア
　　・所 在 地 ： 宮津市字宮村地内
　　・施設概要 ： 木造平屋建 134.68㎡（機能訓練室、静養室、相談室ほか）
　　　　　　　　　利用対象者…要支援・要介護認定者
　　　　　　　　　利用定員　…午前・午後 各10人（１日20人）
　　・事 業 費 ： 約5,000万円
　　・開設時期 ： 平成27年11月（予定）
　
【一般的な機能訓練特化型デイサービスの概要】
　・食事等の提供を省き、機能訓練･身体介護に重点を置いたデイサービス
　・３～５時間(半日)をサービス提供単位とし、午前、午後に利用者を分け
　　てサービスの提供が行われる。
　・理学療法士、作業療法士、看護師、柔道整復師等の資格を持つ機能訓練
　　指導員による専門的な機能訓練、リハビリが提供される。

【みやづビジョン2011以外の計画】

Ｈ25 年度策定 健康づくりアクションプログラム 計
画
期
間

Ｈ25～Ｈ28

Ｈ26 年度策定

事業概要

期　待
される
効　果

目　的
・

目　標

　
　市内で未整備のリハビリに特化した通所介護事業所の施設整備を支援し、介
護サービスの充実を図る。

29,375

背　景
・

経　緯

・Ｈ24　特別養護老人ホーム夕凪の里
・Ｈ26　特別養護老人ホーム安寿の里
・Ｈ27　小規模多機能型居宅介護事業所（南部）

(参考)補正後予算額
府 市町村未来づくり交付金 1,500

定住促進戦略

補正理由

　
　リハビリに特化した通所介護事業所の新設に伴うもの。

ビジョン
基本施策

健康増進と福祉の推進
ビジョン
重点戦略

その他 一般財源

3,000
1,500 1,500

　特　定　財　源　の　内　訳

平成27年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名
特別養護老人ホーム整備費等補助事業
（機能訓練特化型通所介護事業所整備補助金）

充実
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債



（単位：千円）

9

【先進性】

担当室・係 建設室　土木２係 TEL 45-1665

年度策定

計
画
期
間

年度策定

年度策定

事業概要

目　的
・

目　標
　急傾斜地の崩壊を未然に防止し、市民の生命、財産を保護する。

背　景
・

経　緯

■ 急傾斜地崩壊対策事業（府実施事業）
　府が指定し実施する急傾斜地崩壊危険区域内の崩壊対策事業費の一部を市及び
地元が負担するもの。
　

　　※上段：当初予算額（地元協力金は、宮津市負担金の10％）
　　　下段：補正後予算額（　　　　　〃　　　　　　　　　）

■緊急対策への支援
　万町急傾斜地付帯工　事業費712千円（市補助641千円）

【市民参加の状況】

期　待
される
効　果

　急傾斜地崩壊対策を実施することで、地域住民の生命及び
財産を保全することができる。

【みやづビジョン2011以外の計画】

16,641
補正理由

　京都府の事業実施箇所及び規模が正式決定したことに伴うもの。
　（急傾斜地崩壊危険箇所内において、保全すべき対象物の状況、緊急性などを
　　考慮し、京都府において事業箇所が選定されるもの。）

(参考)補正後予算額
諸

6,300

急傾斜地崩壊対策事業地元協力金 700

市債 急傾斜地崩壊対策事業債

ビジョン
基本施策

暮らしの基盤の整備
ビジョン
重点戦略

─

市　債 その他 一般財源

7,641
6,300 700 641

　特　定　財　源　の　内　訳

平成27年 9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 充実
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金

年度策定

（千円）

継
　
続

20,000 400

30,000

4,000

600

20,000 200

6,000

2,000

新
規

0 0

10,000 200

箇　所　名 府事業費 負担 地元協力金市負担金

40,000 400

30,000 300

10%

400

70,000 900

10%

120,000 1,600

 里波見

 万町

 日ヶ谷

 小香河

計

40,000

20%

20%

16,000

4,000

3,000

4,000

0

2,000

9,000



（単位：千円）

13

担当室・係 総務室　消防防災係 TEL 45-1605

【市民参加の状況】

【先進性】

～

年度策定 ～

【みやづビジョン2011以外の計画】

年度策定 計
画
期
間

～

年度策定

・消防団に配備する車両が老朽化する中で、計画的な更
新が必要となっている。

事業概要

期　待
される
効　果

○消防団活動の強化

■消防ポンプ自動車(多機能型)の更新　19,000千円
　
　〇養老分団第１部（岩ヶ鼻）配備車両の更新　※多機能型車両は３台目
　

■小型動力ポンプ付積載車(多機能型)の更新　5,600千円

　○栗田分団第５部（中津）配備車両の更新　※多機能型車両は５台目

◎多機能型：消防車両にＡＥＤ、救急セット、担架を掲載しているもの。

　（参考）消防団配備車両の状況
　　・消防ポンプ自動車　　　　13台
　　・小型動力ポンプ付積載車　19台
　　　　　　　　　　　　　　計32台

目　的
・

目　標

　消防団に配備の老朽消防車両を、多機能資機材を搭載した消防車両に更新し、
円滑な消防団活動を確保する。

36,600
補正理由

府

背　景
・

経　緯

8,300

市債 消防施設整備事業債 16,300

─
　特　定　財　源　の　内　訳

　府の地域防災力総合支援事業補助金の交付決定に伴うもの。

(参考)補正後予算額
地域防災力総合支援事業補助金

ビジョン
基本施策

暮らしの基盤の整備
ビジョン
重点戦略

その他 一般財源

24,600
8,300 16,300 0

平成27年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第3号）】

事業名 消防施設整備事業 充実
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債



■３月市議会で議決された議員報酬の１割減額措置の継続、４月の定期人事異動などによるもの。 
（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※  上記の予算額には、児童手当、互助会補助金は含んでいない。 

 

人 員 

 

費 目 

 

H27 

現計予算 

 

H27 

補正予算後 

 

増 減 

(補正額) 

増減の要因 

減額措置 
人 事 異 動 育児休業・ 

そ の 他 会計間異動 昇格･昇任 

 

一 

般 

会 

計 

議員 １６人 報 酬 68,400 61,560 △6,840 △6,840 

手 当 20,321 20,321 0 

共済費 43,015 39,346 △3,669 △3,669 

計 131,736 121,227 △10,509 △10,509 

特別職 

（長等） 

２人 給 料 15,108 15,108 0 

手 当 11,413 12,279 866 866 

共済費 4,072 4,163 91 91 

計 30,593 31,550 957 957 

その他の特別職 １,２２９人 計 212,218 208,095 △4,123 △4,123 

一般職 ２０７人 給 料 761,372 765,849 4,477 7,174 3,490 △6,187 

↓ 手当等 635,641 643,710 8,069 4,455 6,921 △3,307 

２０８人 

(＋１人) 

 

共済費 293,060 288,494 △4,566 2,185 926 △7,677 

賃 金 45,995 51,115 5,120 5,120 

計 1,736,068 1,749,168 13,100 13,814 11,337 △12,051 

一 般 会 計  合 計 2,110,615 2,110,040 △575 △10,509 13,814 11,337 △15,217 

特別会計等合計 32人→31人 計 279,936 270,645 △9,291 △13,814 2,345 2,178 

全会計 合計 ２３９人 計 2,390,551 2,380,685 △9,866 △10,509 0 13,682 △13,039 

平成２７年度９月補正予算 人件費等補正について 
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